	開催日時
	平成23年10月18日（火）午後７時から午後９時５分　　　　天気　くもり

	場所
	清水ふれあいセンター

	町民参加者
	男27人　女７人（40代以下　７人、50代　５人、60代以上　22人）　　計34人

	町出席者
	町長、副町長、教育長、政策秘書課長、企画財政課長、総務防災課長、町民課長、
生活環境課長、都市整備課長、学校教育課長、事務局２人



会場で出された主な意見や提案
≪テーマ：防災対策≫
　○町の防災対策の説明の中で、「町民の役割」の部分について、こういう所をこうした方が良い等の提示は町からはされるのか。
　○三保ダムの下流域に住んでいる住民として、万が一ダムが決壊した場合はどこに避難したらよいのか。
　○清水地区は清水中学校が避難所となっているが、大変危険な場所と言われている。清水地区全体としては避難所の見直しをしていただきたい。
　○土砂崩れによる土砂ダムの対策を町としてはどう考えているか。
　○各地区の防災倉庫の棚卸しをしたらどうか。
≪テーマ：下水道整備計画≫
　○谷ケでは今年の台風でもあちらこちらで水が溢れてしまった。この山間部の地域にも下水道を完備できないか。
　　○毎年実施される合併処理浄化槽の検査について。
≪テーマ：学校統廃合≫
○来年度以降の特例措置で、現行中学校に残る生徒（現在の中学１年生・２年生）のケアについて。
○学校統廃合計画の実行責任者は町長か。
　　○学校統廃合まで、あと２年間程度という限られた時間しかない中で、うまくいっていない場合、実行責任者としてどのように対応するか。
　　○会議がスムースに行くように客観視できるコーディネーターをメンバーとして入れるつもりはあるか。
　　○統廃合実施後の評価について、統廃合実施後、目標に対する事後評価をするつもりはあるのか
≪テーマ：新東名高速建設計画≫
○町では新東名の建設についてどのような取り組みをしているか。
○スマートＩＣの設置の要望の取扱は現在どうなっているか。
≪テーマ：コミュニティバス計画≫
○神縄地区では、22世帯のうち60歳以上の世帯が50％を超えている。現在、車を持って運転する人が、シルバーマークを付けた運転者となりつつあり、さらに何年か先には、車を運転できなくなることになる。
○福祉バスについては、通勤・通学がスムーズとなるような時間帯の設定をお願いしたい。
≪テーマ：その他≫
○放射線量について、町では、測定器の貸出を行っているか。また放射線量はどのくらいか。
○家でお茶を作っているが、最近茶業センターからお茶が返され、茶園に撒くように指導があった。湧水に出るようなことはないのか。
　　○先日の台風の際、神縄の方が土砂崩れで家に帰れないという事態があった。お茶とせんべいで夜10時頃まで過ごしたそうだが、子どもがいたため食事の配慮が欲しかった。
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